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2014（平成 26）年 

７月１日(火) 

第４２２号

中
建
国
保
に
加
入

し
て
い
る
組
合
員
本

人
と
20
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
を
対
象

に
、
今
年
度
の
第
１

回
集
団
健
診
を
、
８

月

31

(日)

・
９
月
３

(水)
・
４
(木)
・
５
(金)
・

13

(土)

日
の
５
日
間

に
わ
た
り
、
富
久
山

町
の
「
サ
ン
ラ
イ
フ

組
織
部
を
中
心
に
支

部
長
会
の
協
力
も
あ

り
、
こ
こ
数
ヶ
月
は
毎

月
２
桁
の
新
加
入
者
に

対
し
、
脱
退
者
を
５
人

以
下
に
抑
え
る
こ
と
が

出
来
た
た
め
、
５
月
末

の
在
籍
組
合
員
は
999
人

に
。
６
月
中(

６
月
25
日

現
在)

の
新
加
入
者
は

11
人
、
脱
退
者
５
人
で

在
籍
組
合
員
は
過
去
最

高
の
１
０
０
５
人
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
「
組
合
員
１
千

人
」
を
瞬
間
最
大
値
に

郡
山
」
で
実
施
し
ま
す
。

組
合
で
は
、
40
歳
以
上
の
中

建
国
保
加
入
者
の
70
％
以
上
の

受
診
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

受
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
方
に

は
無
料
で
保
健
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。

受
診
申
し
込
み
は
今
月
の
配

布
物
を
ご
覧
の
上
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
組
織
拡
大
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
続

い
て
組
織
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
「
１
千

人
達
成
」
が
現
実
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
思
い
が
頭
を
過
り
ま

す
。健

全
な
財
政
運
営
を
確
保
す

る
に
は
「
早
期
１
千
人
達
成
」
が

不
可
欠
で
「
ひ
と
り
が
一
人
紹

介
」
を
合
言
葉
に
試
行
錯
誤
の

も
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

組
織
部
を
担
当
し
て
６
年
に

な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
組
織
拡
大
に
対
す
る
意
気

梅
雨
が
明
け
な
い

の
に
蒸
し
暑
い
日
が

続
き
、
今
年
も
す
で

に
熱
中
症
の
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
は
高
温
多

湿
な
環
境
に
長
く
い

る
こ
と
で
、
徐
々
に

体
内
の
水
分
や
塩
分

の

バ
ラ
ン

ス
が
崩

れ
、
体
温
調
整
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、
体
内
に
熱
が

こ
も
っ
た
状
態
を
指

し
ま
す
。
屋
外
だ
け

で
な
く
室
内
で
何
も

し
て
い
な
い
と
き
で

込
み
が
年
々
前
向
き
に
な
っ
て

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

新
加
入
者
も
こ
れ
ま
で
の

「
中
建
国
保
」
一
辺
倒
か
ら
「
仲

間
・
親
方
・
友
人
・
知
人
の
紹
介
」

や
「
労
災
保
険
」「
組
合
共
済
」

利
用
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま

す
。「
家
族
加
入
」
も
増
え
、
毎

月
の
脱
退
者
が
減
っ
て
い
る
こ

と
も
増
加
の
要
因
で
す
。

組
織
拡
大
運
動
は
立
ち
止
ま

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
も

「
組
織
拡
大
五
カ
年
計
画
」
の

最
終
年
度
と
し
て
「
ブ
ロ
ッ
ク

別
推
進
会
議
」
の
開
催
や
支
部

長
会
・
青
年
部
・
主
婦
の
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ

て
一
人
で
も
多
く
の
組
織
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
部
長

大
堀
昌
孝

も
発
症
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に

対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

お
り
、
の
ど
の
渇
き
な
ど
、
自
覚

症
状
が
出
る
前
に
熱
中
症
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
熱
中
症
予
防
警
報
機
」
を

装
着
し
た
り
、
単
独
作
業
を
避

け
る
な
ど
、
周
囲
で
も
注
意
し

て
あ
げ
る
配
慮
が
必
要
で
す
。

建
設
業
で
は
、
高
温
多
湿
な

場
所
で
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

が
多
く
、
管
理
者
に
よ
る
適
切

な
作
業
管
理
と
作
業
者
自
身
に

今
年
で
36
回
目

と
な
る
「
親
睦
ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会
」
は
、
９
月
６
日

(土)
田
村
ス
ポ
ー
ツ

広
場
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
、
社
会
保

障
・
労
働
対
策
部

と
支
部
長
会
を
中

心
に
運
営
に
当
た

り
ま
す
が
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
場
で
は
昨
年

と
同
様
、
主
婦
の

会
が
熱
中
症
予
防
対
策
に
飲
み

物
等
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

よ
る
健
康
管
理
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
、

①
睡
眠
を
十
分
に
と
る
。
②
深

酒
し
な
い
。
②
作
業
中
は
休
憩

と
水
分
・
塩
分
、
口
径
補
水
液
を

こ
ま
め
に
取
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

「
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
」「
意

識
が
な
い
」
場
合
は
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

悲
願
の
組
合
員
１
千
人
突
破

８・９月に集団健診実施 郡
山
建
設
組
合
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
組
合
員
１
千
人
」
を
６
月
末
で

達
成
で
き
る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

大丈夫？ 「熱中症予防 」
建設業で７・８月に多発 

歳
以
上
は
必
ず
受
診
を

組織拡大を呼びかける大堀組織部長 

◎試験日 

 ９月６日(土) 

◎申込受付期間 

 ７月１５日から 

８月７日 

詳しくは組合まで 

平成 26年度 

職業訓練指導員
試験のご案内 



梅
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
好

天
に
恵
ま
れ
た
６
月
15
日
(日)
、

第
８
支
部
の
日
帰
り
研
修
旅
行

第
10
支
部

平
塚

勇
さ
ん

「
今
か
ら
15
年
前
、
当
時
小

学
生
だ
っ
た
２
人
の
息
子
に
格

闘
技
を
習
わ
せ
た
い
と
い
う
妻

の
思
い
が
き
っ
か
け
で
息
子
と

共
に
『
空
手
』
を
習
い
始
め
た
の

は
40
歳
の
時
で
し
た
。
」

今
で
は
息
子
達
も
大
き
く
な

り
、
続
け
て
い
る
の
は
ご
本
人

だ
け
だ
そ
う
で
す
。

昨
年
の
暮
れ
に
行
わ
れ
た
黒

帯
の
認
定
会
場
に
は
、
奥
様
の

は
福
島
交
通
の
45
人
乗
り
観
光

バ
ス
に
組
合
員
と
家
族
30
人
を

乗
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
車
内

で
飲
み
物
と
お
つ
ま
み
を
配
ら

れ
、
Ｗ
カ
ッ
プ
の
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
戦
を
気
に
し
な
が
ら
顔

馴
染
み
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
、
仙
台
・
松
島
方
面
に
向

か
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台

工
場
見
学
。
一
番
搾
り
を
三
杯

試
飲
し
、
出
来
立
て
の
美
味
し

さ
に
感
激
し
な
が
ら
津
波
で
削

ら
れ
た
松
林
や
建
物
を
見
て
塩

釜
水
産
物
市
場
へ
。
こ
こ
で
お

土
産
を
購
入
後
、
塩
釜
神
社
を

参
拝
。

遺
影
と
と
も
に
臨
み
、
見
事
合

格
を
果
た
し
ま
し
た
。

平
塚
さ
ん
は
５
年
前
か
ら
自

身
の
道
場
を
開
設
し
て
お
り
、

穏
や
か
な
口
調
で
低
姿
勢
な
振

る
舞
い
や
「
礼
儀
作
法
」
も
重
視

し
た
指
導
法
に
、
生
徒
の
保
護

者
か
ら
も
一
目
お
か
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

現
在
は
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
理
事
も
務
め
、
将
来
の
ス

ポ
ー
ツ
発
展
と
、
子
ど
も
た
ち

や
後
継
者
の
育
成
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

「
生
徒
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
楽
し
み

に
自
分
の
仕
事
も
は
か
ど
り
ま

す
」
と
平
塚
さ
ん
は
嬉
し
そ
う

に
話
し
ま
す
。

お
昼
は
豪
華
な
海
鮮
丼
。
勿

論
ビ
ー
ル
付
。
こ
れ
で
参
加
費

は
三
千
円
。
子
供
は
二
千
五
百

円
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昼
食
後
は
塩
釜
港
か
ら
遊
覧

船
で
松
島
へ
。
遊
覧
船
か
ら
大

小
の
島
々
を
右
・
左
と
首
を
振

り
な
が
ら
松
島
港
へ
到
着
。
こ

こ
で
40
分
間
の
自
由
行
動
。
見

る
と
こ
ろ
は
五
大
堂
や
観
覧
亭

に
限
ら
れ
ま
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
は
去
年
に
続

い
て
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
開
始
。

全
員
が
当
た
る
よ
う
に
何
度
も

何
度
も
数
字
を
め
く
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
私
も
缶
ビ
ー
ル

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
来
年
は
ど

こ
へ
行
く
の
や
ら
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。第

８
支
部

橋
本
孝
一

平
塚
さ
ん
が
道
場
長
を
務
め

る
極
真
館
須
賀
川
支
部
岩
瀬
道

場
は
、
岩
瀬
農
業
改
善
セ
ン
タ

ー
で
月
に
４
回
、
毎
週
金
曜
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
。
見
学
は
自
由
で
、
５
歳
か
ら

始
め
る
事
が
で
き
ま
す
。
月
謝

は
３
千
円
。
家
族
割
引
も
有
り

ま
す
。
詳
し
く
は
「
一
撃
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」
で
検
索
。

(

取
材

鈴
木
隼
人) 

第
12
大
槻
支
部
で
は
、
５
月

14
日
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
根
本
匠
復
興
大
臣
へ
の
表

敬
訪
問
と
国
会
議
事
堂
見
学
、

靖
国
神
社
参
拝
を
兼
ね
研
修
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
６
月
、
教
宣
部
の

副
部
長
を
任
命
さ
れ
、
早
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
は
、
私
の
人
生

の
中
で
人
と
の
触
れ
合
い
も
多

く
、
大
変
勉
強
に
な
り
、
自
分
が

大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
部
員
の
皆
様
の

み
な
ら
ず
、
組
合
長
、
理
事
、
事

務
局
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い
体
制

で
発
行
さ
れ
る
機
関
紙
「
つ
ぼ

い
と
」
に
投
稿
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

機
関
紙
「
つ
ぼ
い
と
」
を
た
ま

に
し
か
読
ま
な
い
方
も
、
こ
れ

か
ら
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く

紙
面
を
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

研
修
旅
行
に
は
組
合
員
と
家

族
33
人
が
参
加
し
、
根
本
大
臣

に
は
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
臣
室
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
の
た
め
に
も
う
一

度
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
12
支
部

石
井
敏
雄

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
組

合
員
の
役
に
立
つ
記
事
の
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
い
２
年
間
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い

教
宣
部
の
副
部
長
を
任
命
さ
れ

ま
し
た
26
支
部
の
伊
藤
三
男
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
関
紙
「
つ
ぼ
い
と
」
を
通

し
、
組
合
員
の
皆
様
に
分
か
り

易
く
、
役
に
立
つ
情
報
を
提
供

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
宣
部
よ
り
原
稿
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
断
ら
ず

に
支
部
の
名
物
（
本
人
含
む
）

や
、
催
し
物
な
ど
是
非
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
「
機
関
紙
大

賞
」
を
め
ざ
し
、
親
し
み
の
持
て

る
「
つ
ぼ
い
と
」
を
発
行
し
て
い

き
ま
す
。

▼
高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

日

程

学
８
月
４
・
５
日

実
８
月
６
～
８

・
11
日

場

所

郡
山
建
設
会
館

受
講
料

３
９
，
８
６
０
円

▼
ア
ー
ク
溶
接
業
務
特
別
教
育

日

程

８
月
５
～
６
日

場

所

郡
山
労
働
基
準
協
会

受
講
料

１
１
，
８
８
０
円

▼
低
圧
電
気
取
扱
作
業
特
別
教
育

日

程

８
月
19
日

場

所

郡
山
労
働
基
準
協
会

受
講
料

７
，
９
８
０
円

▼
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

日

程

８
月
21
～
22
日

場

所

郡
山
労
働
基
準
協
会

受
講
料

１
１
，
６
６
４
円

◎
新
し
い
仲
間 (

６
月
加
入)

氏

名

(支部)

紹
介
者

遠
藤

隆

(3)

鈴
木

盛
治

岡
田

大
介
(3)

鈴
木

盛
治

國
分

俊
彦
(3)

大
堀

昌
孝

國
分

正
雅
(3)

大
堀

昌
孝

遠
藤
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ビール工場の前で記念撮影 

前教宣副部長 

清水善正(26 支部) 

新教宣副部長 

伊藤三男(26 支部) 
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